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これからのモバイル端末に望まれるもの

多機能でありながら低価格
・　ｉﾓｰﾄﾞ/ WAP, TV電話　
・　GPS, Bluetooth，RF-ID，ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ→HDD?
・　地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙTV(ISDB-T：1seg)
・　無線LAN(ﾓﾊﾞｲﾙ・ｾﾝﾄﾚｯｸｽ)

複数の通信サービスをサポート
・　W-CDMA
・　UMTS(W-CDMA / GSM・GPRS)
・　EDGE
・　Super3G / 4G
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これからのモバイル端末に望まれるもの
～ 多機能性に求められるもの ～

地上波デジタル
動画サービスではその映像品質が重要な商品価値となります。携帯電話ごとの性能差が

ないことを確認し、安定した映像品質を提供できることが求められます。

GPS
2005年 7月に歩行者用ナビとしてアプリケーション登場。 さらに2007年からGPSの搭載が
義務付けられる予定です。 これは災害時に所有者の位置情報を取得するものであるため、携帯

電話ごとの動作確認を必ずおこない、いざという時に間違いなく動作することが求められます。

Bluetooth
欧州や日本では、運転中が携帯電話を手にもって通話することも法律で禁じられているため、
Bluetooth内蔵の割合はとても高いです。国内でも、高級車のカーナビに搭載されたり、
ハンズフリー通話機器が販売されるなど、今後Bluetoothによるハンズフリー通話の利用者が
増大する傾向にあります。 このように利用機会が増える中、携帯電話には安定した接続性、
通話時の品質などが求められます。

無線LAN(モバイルセントレックス)
主に企業を対象としたサービスで、社内でWLAN、社外でW-CDMAといった2つの機能を
1台の携帯電話で利用できます。基本的には通話を対象としているため、WLANの最低限の

機能チェックが必要です。
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これからのモバイル端末の評価

• 通信評価: 複数種類のセルラ信号を送受信
» W-CDMA、GSM、WiMAX
» →さらに3.9G(スーパー3G), 4Gなどへの対応も視野に…

• 付加サービス評価：無線を使用した機能が増加
» デジタル放送(ISDB-T1セグ)受信
» GPS
» Bluetooth
» RF-ID
» WLAN (IEEE802.11a/b/g)

　

→ 複数種類の無線信号による
受信評価、妨害波試験等が必要に！
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現在の(典型的な)FOMA端末製造ライン例(3BOX)
RF調整工程: SG, スペアナ, パワーメータで調整
最終検査工程: SG, スペアナでRF特性を、通話テスタでAMR通話をテスト

主信号SG

妨害波　or
ノイズSG

SPA

パワーメータ

通話テスタ

SG

SPA

調整工程 検査工程

製造部門における例: ①

SG:
希望波SGと
妨害波SG
が必要！
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無線LAN対応FOMA端末製造ライン例

Bluetooth・無線LANの検査工程がプラスされる

・ 無線LAN専用、Bluetooth専用のOneboxテスタが必要
・ デジタル放送、GPSなども同様…

主信号SG

妨害波　or
ノイズSG

SPA

パワーメータ

通話テスタ

SG

SPA

調整工程 検査工程 無線LAN工程

無線LAN専用

Bluetooth専用

製造部門における例: ②

専用測定器
の増加
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効率的な評価環境を構築するには・・

• 拡張性と柔軟性のある信号発生器が重要

» 【課題】
・ 希望波と妨害波で2台のSGが必要
・ 特定システム専用＊の信号源を設備すると新しいハードウェアが必要になり
検査工程も増加

＊: 接続試験におけるループバックモードにする機能などがOneboxテスタにはあります。

» 【信号発生器に必要な機能】
・ 希望波と妨害波を１台で出力！

⇒ 2信号加算機能
・ マルチシステムに、標準波形やソフト追加で対応！
ＳＧ 1台で信号を切り替えることで検査工程低減！

⇒ マルチシステム対応
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MG3700A ベクトル信号発生器

２信号加算機能の紹介

～ 1台で希望波と妨害波の2信号を出力 ～
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希望波＋変調妨害波 の必要性

変調妨害波

希望波

◆ 一般的な信号発生器の場合

様々な通信方式における受信特性評価では、希望波に対して変調妨害波
を加えた状態でその特性を測定する必要があります。
従来の信号発生器(下図)では、1台で希望波もしくは変調妨害波のいずれ
か1信号しか出力できませんでした。そのため、「希望波＋変調妨害波」の
試験では必ず2台の信号発生器が必要でした。また、2つの信号を結合する

ための結合器も必要であり、さらに希望波と変調妨害波のレベル比を設定
するための作業も煩雑でした。

結合器

信号発生器が
2台必要

希望波/妨害波の
レベル調整が面倒

W-CDMA
被測定物 測定項目

基地局 Dynam ic Range
ACS
IM
Blocking
ACS
IM
Blocking

CDMA2000, 1xEV-DO
被測定物 測定項目

IM
Dynam ic Range

端末 Blocking

TD-SCDMA
被測定物 測定項目

基地局 Dynam ic Range
ACS
IM
Blocking
ACS
IM
Blocking

端末

基地局

端末
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MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能のメリット

希望波
＋変調妨害波

MG3700A
ベクトル信号発生器

◆ MG3700A の2信号加算機能の場合

メリット1: 2信号を1台で出力！

メリット2: 外付けの結合器が不要！

メリット3: レベル比の調整作業が不要！

変調妨害波

希望波

◆ 従来: 一般的な信号発生器の場合

結合器

MG3700Aベクトル信号
発生器(左図)は、標準で
2信号を加算できる機能
を持っているので、1台で

「希望波」と「変調妨害波」
を出力することができ、
2信号のレベルも画面上

で簡単にセットできます。
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MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

メモリA：
希望波

メモリB：
変調妨害波

レベル比の設定も簡単
・ 各レベル設定
・ C/N設定

周波数オフセットも
設定可能

(A)

(B)

(C)

MG3700Aでは、内部のメモリを2つに分割して使用することができ、1つに希望波、もう2つに変調妨害波を設定
することができます。 2つの信号は、 MG3700A内部のベースバンド部で加算された後、出力されます。(図A)
2つの信号のレベルは、それぞれ設定することもできますし、C/Nの値で設定することもできます。(図B)
また、希望波と変調妨害波の周波数オフセットも画面上で設定することができます。(図C)
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「希望波レベル」と「妨害波レベル」の設定だけではなく、「希望波帯域換算AWGNレベル」と
「希望波/妨害波レベル比」による設定もできます。

希望波帯域換算
AWGNレベル

希望波/妨害波

レベル比

MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

レベル比の設定は簡単便利！

希望波
レベル

妨害波
レベル

さらに、レベルの設定ではロータリーノブ/ステップキー

でダイレクトに調整できるので、開発で使用するレベル
追い込み時に便利です。 調整分解能をかえることも
できます。(右図橙部)
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W-CDMA TD-SCDMA
被測定物 測定項目 2波加算 被測定物 測定項目 2波加算

基地局 Dynamic Range ◎ 基地局 Dynam ic Range ◯
ACS ◎ ACS ◯
IM     * ◯ IM   * ◯
Blocking    * ◯ Blocking   * ◯
ACS ◯ ACS ◯
IM    * ◯ IM   * ◯
Blocking   * ◯ Blocking   * ◯

ARIB STD-T61/T79/T86
被測定物 測定項目 2波加算

基地局 ACS ◯

PHS
被測定物 測定項目 2波加算

基地局 ACS ◎

端末端末

各種通信方式の規格に沿ったオフセットをもった希望波と変調妨害波を1台で出力
することができます。(IMには、別途CW用SGが必要です。)

MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

◎: 波形加算ができ、コンビネーションファイル
(次頁参照)も用意されています。

◯: 波形加算ができます。

△: 波形加算はできますが、規格に対するお客様

のマージンの確認が必要です。

周波数オフセット範囲！
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MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

各種コンビネーションファイルを標準内蔵！
W-CDMA_BS, PDC, PHS

コンビネーションファイルを選ぶだけで
・ 2つの波形パターン

・ レベル比

・ オフセット周波数

を 自動的に設定！

さらに便利な コンビネーション機能！
隣接チャネル選択度(ACS)、ブロッキング、IMの測定など

希望波と妨害波の波形パターンを組み合わせて測定する
場合、コンビネーションファイルを選択 するだけでそれぞれ
の波形パターンの選択・レベル・周波数オフセットなどの

設定を自動的におこなうことができます。

コンビネーションファイルは、標準IQproducerの
Transfer&Setting＞Combination file edit機能を使って

お客様が自由に生成できます。
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MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

希望波＋妨害波 の「操作」例

・ メモリAに希望波を設定
・ メモリBに妨害波を設定
・ 希望波のレベルを設定
・ 妨害波のレベルを設定
・ 希望波と妨害波のオフセット
周波数を設定

W-CDMAの
制御CH＋データCH の「操作」例

・ メモリAに制御CHを設定
・ メモリBにデータCHを設定

コンビネーションファイルを選ぶだけで、

これらの操作を自動的におこないます。

煩雑な操作手順から開放されます。

AWGN IQproducerで作った波形もコンビネー

ションファイルで利用できるので、各種通信方式
の研究・開発では受信感度測定の操作手順が
簡略化されます。

希望波＋妨害波のコンビネーションファイルの
作成は、IQproducerのCombination file edit
機能により行えます。(W-CDMAの制御CH+   
データCHのコンビネーションファイルは、
W-CDMA/HSDPA IQproducerで波形パターン
生成時に必要に応じて自動生成されます。)

従来 本機能の効果

コンビネーション機能のメリット！
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MG3700A ベクトル信号発生器の
2信号加算機能の特長

通信システム
MG3700A

Freq Offset設定範囲  MAX
規格で定められた

周波数オフセットMAX
ARIB STD-T61 BS/UE ±62911 kHz ±6.25 kHz
ARIB STD-T79 BS/UE ±52416 kHz ±25 kHz
ARIB STD-T86 BS/UE ±36857 kHz ±15 kHz
Bluetooth ±37.9 MHz -----
CDMA2000 ±62.3 MHz -----
CDMA2000 1xEV-DO ±62.2 MHz -----
Digital Broadcast (BS) ±43.2 MHz -----
Digital Broadcast (CATV) ±14.2 MHz -----
Digital Broadcast (CS) ±48.5 MHz -----
Digital Broadcast (ISDB-T) ±47.9 MHz -----
GPS ±51.8 MHz -----
GSM ±41.4 MHz -----
PDC ±34.3 MHz ±0.2 MHz
PHS BS/UE ±39.1 kHz ±1.2 MHz
RCR STD-39 ±52416 kHz ±25 kHz
TD-SCDMA ±31.9 MHz -----
W-CDMA BS ±34.944 MHz ±10 MHz
W-CDMA UE ±47.232 MHz ±20 MHz
WLAN IEEE802.11a ±7.7 MHz ±25 MHz
WLAN IEEE802.11b/s ±6.6 MHz ±25 MHz

システム別のオフセット周波数上限
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MG3700A ベクトル信号発生器

マルチシステム対応の紹介
Bluetooth, GPS, 
WLAN (IEEE802.11a/b/g)
放送用 (ISDB-T/BS/CS/CATV)

～ 1台で各種通信方式の信号を出力 ～
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

*1: Payload 部分に規格にそったPN9fix データを挿入
*2: パケットフォーマットを持たない全域にPN9 データを挿入
*3: パケットフォーマットを持たない全域にPN15 データを挿入

*4: 変調指数は0.32
*5: BT(Bandwidth Time)=0.5
*6: ロールオフ率β=0.4

Bluetoothモジュールの受信試験に

Data rate
（Mbits/s）

Payload 部分の

Modulation フィルタ パケットタイプ データ

POLL 共通 1 GFSK *4 ガウシアン *5 POLL
DH1 Basic 1 GFSK *4 ガウシアン *5 DH1
DH3 Basic 1 GFSK *4 ガウシアン *5 DH3
DH5 Basic 1 GFSK *4 ガウシアン *5 DH5
2-DH1 EDR 2 π/4-DQPSK ルートナイキスト *6 2-DH1
2-DH3 EDR 2 π/4-DQPSK ルートナイキスト *6 2-DH3
2-DH5 EDR 2 π/4-DQPSK ルートナイキスト *6 2-DH5
3-DH1 EDR 3 8-DPSK ルートナイキスト *6 3-DH1
3-DH3 EDR 3 8-DPSK ルートナイキスト *6 3-DH3
3-DH5 EDR 3 8-DPSK ルートナイキスト *6 3-DH5
GFSK-PN9 Basic 1 GFSK *4 ガウシアン *5 パケットフォーマットなし

PI_4_DQPSK-PN9 EDR 2 π/4-DQPSK ルートナイキスト *6 パケットフォーマットなし
8DPSK-PN9 EDR 3 8DPSK ルートナイキスト *6 パケットフォーマットなし

GFSK-PN15 Basic 1 GFSK *4 ガウシアン *5 パケットフォーマットなし
PI_4_DQPSK-
PN15

EDR 2 π/4-DQPSK ルートナイキスト *6 パケットフォーマットなし

8DPSK-PN15 EDR 3 8DPSK ルートナイキスト *6 パケットフォーマットなし

PN15 *3

パラメータ

波形パターン名

PN9fix *1

PN9 *2

Basic
/EDR

Bluetooth 波形パターン一覧
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

注) 携帯側のBluetoothのアドレスと標準波形パターンのアドレスが合わない場合には接続できないので、

事前にアドレスの確認が必要になります。

Bluetooth 波形パターンの利用
携帯端末の動作確認および受信試験に

パケット
タイプ

用途 データ 測定
動作
モード

備考

POLL 動作確認
同期
ワード
のみ

PER Normal
NULLパケットの送信確認は、ピークパワー

メータまたはSA（端末側で送受信記録が可能

であれば不要）

パケット
フォーマットなし

携帯に対する妨害波，
連続波での受信特性

PN9
PN15

希望波
BER
BER

－

妨害波として携帯電話に影響ないことを確認
します。 携帯に連続波でBER測定できるモー

ドがある場合、受信特性評価も可能。

Bluetoothモジュールの受信試験に
パケット
タイプ

用途 データ 測定
動作
モード

備考

パケット
フォーマットなし

受信特性
PN9
PN15 BER －

パケットフォーマットを持たない連続波による
BER測定が可能。

DH1,3,5 受信特性 PN9 BER (Loopback)

DH1/3/5のパケットフォーマットを持つ信号で

は、本来はLoopbackによる測定をおこなうた

め復調機能を持つBluetoothテスタなどを使用

します。 ただし、SGから受信できるテストモー

ド（CSRのBERT内蔵チップ＋PCソフト）があ

る場合、BER測定が可能。
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

*1: SYNC_ADJ はDATA0, DATA1, DATA10 と組み合わせた状態で使用するため、MG3700A の
Baseband キーを押し、Pattern Combination をDefined に設定してファイルを選択してください。
*2: GLOBAL POSITIONING SYSTEM STANDARD POSITIONING SERVICE SIGNAL 
SPECIFICATION

注) GPSのモジュール・デバイスの評価では、最低4つの衛星番号を受信して評価します。しかし、上記
4つの波形パターンの衛星番号は“1”固定のため、GPS主体の評価には推奨いたしません。 評価された
モジュール・デバイスを組み込んだモバイル端末の機能検査・受信特性評価・同期調整などにご利用

いただけます。

波形パターン名 データの概要

SYNC_ADJ *1
GPS規格*2で規定されたSubframe 構成に基づきフォーマット

されたTLM, HOW, およびデフォルトナビゲーションデータ。6サ
ブフレームで1周期。

TLM GPS規格*2で規定されたSubframe 構成に基づきフォーマット

されたTLM，HOW，およびデフォルトナビゲーションデータ。

PARITY GPS規格*2で規定されたWord フォーマット。1Word は24 ビッ

トのPN9データと6 ビットのパリティビットからなる。

PN9 Subframe フォーマットなしのPN9 連続データ。

GPS 波形パターン 一覧
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

*3: 外部スタートトリガ入力に対するRF出力
のSubframe 出力タイミングの再現性が
10 ns 以下になります。(右図)
*4: 携帯端末の機能に、GPS機能をチェック

するための特殊なテストモードが必要。

図 SYNC_ADJの出力タイミング

GPS 波形パターン の利用
携帯端末の動作確認・受信試験に

波形 用途 測定 備考

SYNC_ADJ CDMA2000系端末の

同期調整

GPSとの同期調整用 *3
(2PPS信号との同期用)

MT8820Aの2秒周期のトリガに同

期してGPS信号を出力することで

GPS付携帯端末の調整。

TLM 受信感度測定，
動作確認

受信レベル測定、
受信データの検出

動作確認では、衛星番号，C/N情

報などをコントローラで取得しま
す。*4

PARITY 受信特性
パリティ検出、
BER 測定

データとパリティのフォーマットを持
つ波形によるパリティチェック機能
の確認。*4

PN9 受信特性 BER 測定
パケットフォーマットを持たない連
続波によるBER測定。*4
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

◆ 放送用(BS / CS / CATV / ISDB-T)波形パターン一覧

波形パターン パラメータ

BS_1ch デジタルBS 放送の

物理層波形

ロールオフ率：0.35、
変調方式：QPSK
ナイキスト周波数帯域幅：28.86 MHz

CS_1ch デジタルCS 放送の

物理層波形

ロールオフ率：0.35、
変調方式：QPSK
ナイキスト周波数帯域幅：21.096 MHz

CATV_AnnexC_1ch CATV（ ITU-T J83
AnnexC）の物理層波形

ロールオフ率：0.13、
変調方式：64QAM
ナイキスト周波数帯域幅：5.274 MHz

ISDBT_1layer_1ch ISDB-T の物理層波形
Mode：3、GI：1/8、
A階層：13seg，64QAM

ISDBT_2layer_1ch ISDB-T の物理層波形。

Mode：3、GI：1/8
A階層：1seg，QPSK、

B階層：12seg，64QAM
⇒  １セグメントの信号

データの概要

１チャネル、
PN23fix、
変調のみ

１チャネル、
PN23fix、
Pilot Signal、
TMCC付き

放送用波形パターン 一覧
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

携帯端末の受信試験における妨害波に

波形 用途 測定 備考

ISDBT_2layer_1ch 携帯に対する妨害波 希望波BER
ISDB-T1セグメントの物理層波形

を妨害波として使用し、携帯電話
に影響ないことを確認します。

BS/CS/CATV/ISDB-Tのデバイスの送信特性評価に

波形 用途 測定 備考
BS_1ch
CS_1ch
CATV_AnnexC_1ch
ISDBT_1layer_1ch
ISDBT_2layer_1ch

送信特性評価

ACP,
スプリアス ,
MER測定など

一般的な送信系の特性を評価す
る際に使用します。  データ部は

PN23fixなので、BER測定には

使用できません。

放送用波形パターン の利用
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さらに便利なCombination File Edit機能！
シーケンス機能

本体の機能にシーケンス機能を追加します。
シーケンス機能とは、コンビネーションファイルの

応用で、波形パターンの繰返し回数・波形パターン
の切り替え・出力レベル設定などの連続動作の
パラメータを定義したファイルを作成できます。 この

ファイルを選択するだけでそれらの動作を自動的に
おこなうことができる機能です。

コンビネーションファイルは、標準IQproducerの
Transfer&Setting＞combination file edit機能

により生成します。

接続手順の検証など、受信信号に対する応答の
状態遷移を検証する必要がある場合に大変便利

です。

ただし、バーストフォーマット(ガードピリオドなど)を
持たないCDMA系の信号では送信フィルタの位相

連続性がとれないため推奨できません。

標準IQproducer  Transfer&Setting 設定画面
(Combination File Edit 画面)

MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

シーケンスの順番に、
波形パターンを追加

波形パターンの繰
返し回数を設定
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• 必要な波形パターンの種類/回数を組み合わ
せたものを1つの波形パターンとして生成し、

メモリに格納します。
• 組みあわせが変われば別波形パターンとして
生成する必要があります。

• 必要な波形パターンと、コンビネーションファイルを
メモリに保存します。また、外部トリガを使うことで、

それぞれの波形パターンを任意の回数繰り返すこと
もできます。
⇒ メモリを効率的に使用できます。
⇒ 報知情報送信(個別データ送信のような)状態遷移

が必要なパターンの作成ができます。
⇒ マニュアルでのシーケンス制御もできます。

A A A B B C C
波形パターン

A
B
C

波形
パターン

シナリオ

A×3
B×2
C×2

A A A B B C
波形パターン

＋
C

接続手順の検証など、状態遷移を検証する必要がある場合に大変便利です。

従来 本機能の効果

MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

シーケンス機能のメリット！
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MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

さらに便利なCombination File Edit機能！

妨害波用途で複数の通信システムの信号
を扱う時に、従来は異なる通信システムの
波形パターンを一度パッケージを切り替え
ながら選択する操作が必要でした。 波形

ショートカットのファイルを、ひとつのパッケ
ージにまとめて保持することで、パッケー
ジを切り替えることなく異なる通信方式の
波形パターンを簡単に選択することができ
るようになります。

波形ショートカットのファイルは、標準
IQproducerのTransfer&Setting＞
Combination file edit機能により生成し

ます。

波形ショートカット機能

保存するPackageは共通。
Package名称は自由に設定。

妨害波となる各種通信方式の波形パターンを選択
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• 例えば、Bluetooth, WLANなど各種アプリケー

ションの波形を妨害波として使用するときには、
パッケージ(アプリケーション名)の選択と、波形の

選択を繰り返す操作が必要でした。

• IQproducer上で、波形ショートカットに転送先を設定

することで、アプリケーションを問わずひとつのフォルダ
にまとめることができます。

妨害波用途など複数の通信システムの波形パターンを手動で切り替えて使用する場合、本機能によりパッケ
ージの切り替えが不要になりますので操作性が向上します。

パッケージ パターン

Bluetooth

WLAN

BER測定用

IEEE802.11a

IEEE802.11b

パッケージ パターン

Bluetooth

WLAN

BER測定用

IEEE802.11a

IEEE802.11b

妨害波 BER測定用

IEEE802.11a

MG3700A ベクトル信号発生器の
マルチシステム対応の特長

従来 本機能の効果

ショートカット機能のメリット！
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MT8820A

MG3700A

希望波: W-CDMA 等

妨害波: 
W-CDMA Interfere(ACS, Blocking, IM)
Bluetooth
GPS
WLAN
ISDB-T

携帯電話に搭載される様々なアプリケーシ
ョンが相互に干渉しない ことを確認する際
に必要な信号を 1台で出力できます。

携帯端末の受信特性の試験系
～ 携帯電話の信号に対する妨害波として ～

×1回

波形メモリ シナリオ

×2回

×3回

×4回 出力イメージ

Combination File Edit機能を
使うと、妨害波の各種波形を

シナリオのようにで自動切替する
ことができます。

BER測定状態のまま、シナリオ
を再生すれば、短時間で測定

できます。
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MG3700A

希望波: 
Bluetooth
GPS
WLAN

機能試験において簡単な受信確認に利用
できます。
⇒ 各アプリケーション専用SGと アプリケ

ーション別の工程が不要になり、コスト低減
と作業時間短縮に貢献します。

携帯端末の受信特性の試験系
～携帯電話に搭載されるマルチシステムの機能確認 ～

Interfere Bluetooth

GPS

WLAN

ISDB-T

Combination File Edit機能を使うと、一つの

パッケージにマルチシステムの波形パターンの
ショートカットを集めることができます。

これにより、パッケージを切り替えることなく

異なる通信方式の信号を瞬時に切り替えること
ができます。

パッケージ 波形パターン
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MG3700A ベクトル信号発生器

W-CDMA IQproducer と
HSDPA IQproducer の紹介

～ W-CDMA端末の試験用波形生成 ～
～ HSDPA TrCHの設定機能 ～
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MG3700A
W-CDMA
IQproducer

波形パターンを生成

・ Scrambling Code番号

・ Ch Power  ・Ch code
・ TFCI    ・ Timing offset 

端末に合わせたパラメータの波形
パターンをW-CDMA波形生成機能

で生成し、測定に利用できます。

MG3700A ベクトル信号発生器の
W-CDMA IQproducerの特長

標準IQproducerには、W-CDMA IQproducer機能があります。

W-CDMA IQproducerでは、下図のパラメータを設定することができ、W-CDMA
の端末/基地局の評価に必要な波形パターンを生成することができます。

波形パターン

W-CDMA波形パターン を自由に生成！
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MG3700A ベクトル信号発生器の
W-CDMA IQproducerの特長

端末評価に必要なパラメータ
W-CDMA uplink 設定画面

端末との接続に必要なパラメータ

・ Scrambling Code番号 ・ Ch Power
・Ch code   ・ TFCI    ・ Timing offset
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MG3700A ベクトル信号発生器の
W-CDMA IQproducerの特長

W-CDMA downlink 設定画面

これらのチャネルは、システムの“HSDPA”で設定できます。
信号を出力するためには別売りのライセンス(MX370101A)が必要です。

HSDPA IQproducerとの違い
W-CDMA uplink 設定画面
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MG3700A ベクトル信号発生器の
HSDPA IQproducerの特長

オプションのMX370101A HSDPA 
IQproducer(downlink・uplink)に、
TrCH編集機能を追加します。

⇒ W-CDMA IQproducerではできません。

・ DCHのTrCHパラメータ (TrBk size, TTI, 
Codingなど) を編集する機能を追加します。
⇒ お客様の定義したDCHを使用した波形

パターンを生成できます。

TrCHの編集機能を追加！(HSDPA IQproducerのみ)

・ エラービット(BER), エラーブロック(BLER)
挿入機能 ⇒ DPDCH(DPCH_PhyCH)または
DCH(DPCH_TrCH)に挿入
⇒ 基地局のBER計算機能測定のための

波形パターンを生成できます。
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MG3700A ベクトル信号発生器

を使ったこれからの
モバイル端末評価環境…
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MG3700Aを使ったこれからの評価環境
妨害波 と マルチシステム の信号を1台で出力！

◆ MG3700A の場合

◆ 従来

・ 各種携帯電話の通信方式
(希望波、妨害波)

・ WLAN
・ ISDB-T 1segment ＊
・ Bluetooth ＊
・ GPS ＊ など

通話テスタ

通話テスタ

希望波

変調妨害波
無線LAN
テスタ

Bluetooth
テスタ

ＧＰＳ
テスタ

＊テストモードを必要とする
場合には、被測定物との調
整が必要になります。
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[例] 今後の端末製造ライン

• 無線LAN・デジタル放送, GPS, Bluetooth…複数の信号を瞬時に
切り替えて発生できる。信号源は1台で…

• 今の製造ラインでSGを入れ替えるだけ

W-CDMA(主信号・妨害波)
無線LAN(IEEE802.11a/b/g)
デジタル放送・GPS用

SPA(W-CDMA・無線LAN用)

パワーメータ

通話テスタ

SPA

調整工程 検査工程

MG3700AMG3700A

MG3700Aによる提案
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希望波＋変調妨害波の試験系
<ケース1>  コールプロセッシングなし

MG3700A
ベクトル信号発生器

MS8609A 
ディジタル送信機テスタ

Data & Clock

受信特性評価

BS/UE

希望波＋ 妨害波

BER測定器内蔵

送信特性評価
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希望波＋変調妨害波の試験系
<ケース2>  コールプロセッシングあり

MG3700A
ベクトル信号発生器

MS8609A 
ディジタル送信機テスタ

D
at

a 
&

 C
lo

ck

受信特性評価

UE control

UE/BS
Control PC

妨害波

B
ER

測
定

器
内

蔵

送信特性評価

MD8480B/C
シグナリングテスタ

希望波

コネクションコール
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